
【ス１】 

 

スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業 

 

１．創設年度：平成２９年度 

 

２．令和５年度予算額：１．９億円 

 

３．事業概要 
 

スポーツと旅行・観光を掛け合わせた「スポーツツーリズム」等を通じ交流人口の拡

大により地方創生・まちづくりを推進するため、「日本らしいスポーツホスピタリティ」

を取り入れた、高付加価値コンテンツの創出に向けた取組をモデル的に支援するほか、

ポストコロナを見据えスポーツツ―リズム・ムーブメントの創出を積極的に推進する。

＜委託・請負＞ 

 

４．選定理由：ア（アウトカムの設定など、ＥＢＰＭ的観点から点検する必要があるもの） 

イ（事業の規模が大きく、又は政策の優先度の高いもの） 
 

本事業については、事業内で実施しているモデルコンテンツ造成は開始から３年が経

過し、事業展開のステップアップを検討可能な時期であるため。 

 

５．想定される論点 
 

これまでの事業実績を踏まえ、今後の本事業の取組効果をより高めるために、以下の

論点で議論を行うことが想定される。 

 

・どのようなステップアップが検討可能かについて。 

・事業成果検証のために適切なアウトカム、アウトプットは設定されているか。 

 

※ 成果指標（令和４年度） 

・スポーツツーリズムなどに取り組む地域スポーツコミッションの設置数 

・スポーツツーリズムに関連する消費額 

・スポーツ 目的の訪日外国人旅行者数 

・創出した成果について、優れた取組であると評価できるコンテンツ数 



スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業
令和5年度予算額（案） 190,534千円
（前年度予算額 200,000千円）

スポーツと旅⾏・観光を掛け合わせた「スポーツツーリズム」等を通じ交流⼈⼝の拡⼤により地⽅創⽣・ま
ちづくりを推進するため、「⽇本らしいスポーツホスピタリティ」を取り⼊れた、⾼付加価値コンテンツの創出
に向けた取組をモデル的に⽀援するほか、ポストコロナを⾒据えスポーツツ―リズム・ムーブメントの創出
を積極的に推進する。

スポーツによる地⽅創⽣・まちづくりへ
スポーツの⼒を「活⽤」し、様々な地域課題を解決

②スポーツツーリズム・ムーブメントの創出による
⾃⾛化の促進

DXを活⽤したプロモーションを実施

①武道等の地域スポーツ資源を活⽤した
スポーツツーリズムコンテンツの創出

⽇本の特⾊ある⾃然・⽂化等を活かした、国内外旅⾏者から選ばれるスポーツツーリズム等の
優良コンテンツを創出するため、重点分野の「武道」を中⼼に、アウトドアスポーツ・アーバンスポ
ーツも含めたテーマ別に実証モデルの選定、実施と効果検証等を⾏う。※16,000千円×6事業想定

（取組例②）アウトドアスポーツツーリズム
「スノースポーツ」、「登⼭・ハイキング・トレッキング」、
「ウォーキング」など、景観や⾃然環境、地域の⽣活
等を有機的に連携させた、広域コンテンツを創出。

（取組例①）武道ツーリズム
⽇本発祥の武道と歴史・⽂化等を融合させた
稀少性の⾼い体験コンテンツを創出。

※⽇本らしいスポーツホスピタリティ
「する・みる・ささえる」スポーツを⾏う⼈々が、そこに「あつまる」ことで、こ
れまで以上に「より良く楽しむ」ことを可能とする取組・⾏為全般を⽰す
概念。
（「経済財政運営と改⾰の基本⽅針2022」第２章より）

特に令和５年度においては、ポストコロナを⾒据え、デジタル技術を活⽤したスポーツツーリズム
のプロモーションをより⼀層推進するとともに、プロモーションを通じて収集したデータを分析の
上、担い⼿（地域SC、観光協会等）へ提供し、担い⼿による利活⽤を促進することで、ス
ポーツツーリズムの⾃⾛化を促進する。

合わせて、
・ スポーツ・健康まちづくりを進める⾃治体に対する⻑官表彰の実施
・ 観光庁・⽂化庁・スポーツ庁で連携して取り組む「スポーツ⽂化ツーリズム」等のシンポジウムの開催
・ 武道ツーリズムの体験が可能な武道場のデータベース利活⽤促進や、担い⼿同⼠のネットワーク構築
等に要する費⽤を計上。

PRコンテンツ内容の充実

アクセスの増加
アクセスデータを分析し、提供

スポーツツーリズムの
取組加速、⾃⾛化

デジタル技術を活⽤した効果的な広告
によるプロモーション強化

担い⼿（地域SC等）
によるデータの利活⽤

プロモーションを通じて需要データを
収集、分析し、スポーツツーリズムの

担い⼿へ提供

セミナー開催など通じ
データの利活⽤促進



Ｒ４年度事業番号 0341

スポーツ庁

政策

政策⽬標 11

施策 ※令和４年度事前分析表より転記

施策⽬標 11-4

施策の概要

達成⽬標１

達成⽬標２

事業 ※令和４年度レビューシートより転記

事業名

事業の⽬的

事業概要

活動⽬標

活動指標

定量的な
成果⽬標

成果指標

定量的な
成果⽬標

成果指標

活動⽬標

活動指標

社会の課題解決にスポーツを通じたアプローチが有効であることを踏まえ、スポーツを通じた経済・地域の活性化に積極的に取り
組む。

当該事業の⽬的・概要・アウトプット・アウトカムのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

スポーツツーリズムに関連する消費額の増加

スポーツツーリズムに関連する消費額

令和４年度における政策評価体系の⾒直しにより、新たな施策⽬標へと変更となったことから、本事業のレビューシート作成当時
の施策⽬標と整合していない。

スポーツ市場を拡⼤し、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、スポーツ参画⼈⼝の拡⼤につなげるという好循環を⽣み出すこ
とにより、スポーツ市場規模 5.5兆円を 2025 年までに 15 兆円に拡⼤することを⽬指す。

アウトプット
施設等の資源情報データベースの拡充・利活⽤

施設等の資源情報データベースの拡充・利活⽤

政策・施策・事業整理票

スポーツの振興

スポーツツーリズムなどに取り組む地域スポーツコミッションの設置数

スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業

スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等の取組を活性化させるための環境整備等を⾏うことにより、スポーツによ
る海外からの交流⼈⼝の拡⼤や地域・経済の活性化を図る。
スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等を通じて交流⼈⼝の拡⼤及び地域・経済の活性化を図るため、地域単位で
はポストコロナを⾒据えた⾼付加価値コンテンツの創出に向けたモデル的な取組等を実施し、全国単位ではネットワーク構築・強
化、新たな戦略検討、プロモーション等を実施する。

アウトカム

達成⽬標のうち、当該事業が具体的にどの達成⽬標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰⾊に塗りつぶす。

概要
世界共通の⼈類の⽂化の⼀つであるスポーツを国⺠の成熟した⽂化として⼀層根付かせ豊かな未来を創るとともに、全ての⼈々が
スポーツの⼒で輝き、前向きで活⼒ある社会と、絆の強い世界を創る。

施策の概要及び達成⽬標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

スポーツを通じた社会課題の解決

②

アウトカム

全国各地で特⾊ある「スポーツによる地⽅創⽣、まちづくり」の取組を創出させ、スポーツを活⽤した地域の社会課題の解決を促
進することで、スポーツが地域・社会に貢献し、競技振興への住⺠・国⺠の理解と⽀持を更に広げ、競技振興と地域振興の好循環
を実現する。

施策の達成⽬標と当該事業の⽬的・事業概要の関連を整理する。

コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施件数

コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施
アウトプット

①
スポーツツーリズムなどに取り組む地域スポーツコミッション（※）の設置数の増加

※地⽅公共団体、スポーツ団体、⺠間企業（観光産業、スポーツ産業）等が⼀体となって地域活性化に取
り組む組織



定量的な
成果⽬標

成果指標

活動⽬標

活動指標

定量的な
成果⽬標

成果指標

活動⽬標

活動指標

アウトカム
スポーツ ⽬的の訪⽇外国⼈旅⾏者数の増加

スポーツ ⽬的の訪⽇外国⼈旅⾏者数

プロモーション素材の制作

プロモーション素材の制作件数
③

アウトプット

④

アウトプット
コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施

コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施件数

アウトカム
コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備の実施による優れた取組の創出

創出した成果について、優れた取組であると評価できるコンテンツ数



事業番号 - - -

（ ）

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

百万円/件
数 - 70／6

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和元年度

168/12 105/7

12

当初見込み 件 - 6 12 7 9

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

令和3年度 4年度活動見込

単位当たり
コスト 百万円

- 6

0.5

庁費 0.2 0.2

執行額（百万円）／事業実施件数
※コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施件数

- 12 14 15

計算式

令和4・5年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算目 令和4年度当初予算 令和5年度要求

計 200 240

活動内容
（アクティビ

ティ）

スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等を通じて交流人口の拡大及び地域・経済の活性化を図るため、地域単位ではポストコ
ロナを見据えた高付加価値コンテンツの創出に向けたモデル的な取組等を実施し、磨き上げをする。

コンテンツの造成・磨き上
げ、環境整備等の実施

コンテンツの造成・磨き上
げ、環境整備等の実施件
数

活動実績 件

主な増減理由

スポーツ振興事業委託費 198 238 ・ポストコロナを見据え、武道等のスポーツツーリズム振興による経済
と社会を両立させるため。
・官民連携プロモーションを強力に展開していくために、蓄積したマー
ケティングデータの活用を推進するため。

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致し
ない場合がある。

職員旅費

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

100% 88% 95%

執行率（％） 100% 88% 95%

委員等旅費 0.2 0.2

1 1

諸謝金 0.5

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等を通じて交流人口の拡大及び地域・経済の活性化を図るため、地域単位ではポストコロナを見据えた
高付加価値コンテンツの創出に向けたモデル的な取組等を実施し、全国単位ではネットワーク構築・強化、新たな戦略検討、プロモーション等を実施する。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

執行額 26 163 266

計 26 186 281 200 240

予備費等 - - - -

予算
の状
況

-

前年度から繰越し

第3期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）

翌年度へ繰越し - - - -

- -

令和5年度要求

当初予算 26 186 281 200 240

補正予算 -

- - - -

事業名
スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総
合推進事業 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度 平成29年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

2022 文科 21 0341

令和4年度行政事業レビューシート 文部科学省

主要政策・施策 観光立国、地方創生 主要経費 文教及び科学振興

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等の取組を活性化させるための環境整備等を行うことにより、スポーツによる海外からの交流人口の拡
大や地域・経済の活性化を図る。

参事官（地域振興担当）付
参事官（地域振興担当）
田中　一明

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法第21条

関係する
計画、通知等



成果実績 億円 3,584 411

- - -

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外国人旅行者数（日本政府観光局）
＊令和2年度、3年度は新型コロナウイルスの影響により調査中止につき、数値未収集。

- - -

目標値 万人 - - 250 - 250
スポーツ 目的の訪日外国
人旅行者数の増加

スポーツ 目的の訪日外国
人旅行者数

成果実績 万人 - -

達成度

4年度
活動見込

単位 令和元年度

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
旅行・観光消費動向調査（観光庁）

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

令和3年度 4年度活動見込算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

百万円/件
数 - 30/1

1

5年度
活動見込

プロモーション素材の制作
プロモーション素材の制作
件数
※取組（３）

活動実績 件 - 1

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

3,800 - 3,800
スポーツツーリズムに関連
する消費額の増加

スポーツツーリズムに関連
する消費額

達成度 ％ - -

-

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 3 年度

41.4 - 41.4

当初見込み 件 - 1 1 1 1

令和2年度 令和3年度

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
スポーツ庁調べによる

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

13

計算式
百万円/件
数 - 39/1 20/1 13/1

執行額（百万円）／事業実施件数
※施設等の資源情報データベースの構築・拡充

単位当たり
コスト 百万円 - 39 20

1,574 - 1,574

目標値

177 - 177

目標値 団体数 -

-

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 3 年度

104.1 - 104.1

執行額（百万円）／事業実施件数
※スポーツによる地域の価値向上プロジェクトの実施

単位当たり
コスト 百万円 - 30 35 80

計算式

単位当たり
コスト

12

当初見込み

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

1

中間目標 目標最終年度

35/1 80/1

コンテンツの造成・磨き上
げ、環境整備等の実施

コンテンツの造成・磨き上
げ、環境整備等の実施件
数

活動実績 件 - 6

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和元年度

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

億円 - -

活動目標 活動指標

％ -

当初見込み 件 - 1 1 1 1

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

施設等の資源情報データ
ベースの拡充・利活用

施設等の資源情報データ
ベースの拡充・利活用

活動実績 件 - 1

- 年度 3

件

単位 令和元年度

- 6 12 7 9

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

令和3年度 4年度活動見込

170

スポーツツーリズムなどに
取り組む地域スポーツコ
ミッション（※）の設置数の
増加

※地方公共団体、スポーツ
団体、民間企業（観光産
業、スポーツ産業）等が一
体となって地域活性化に取
り組む組織

スポーツツーリズムなどに
取り組む地域スポーツコ
ミッションの設置数

成果実績 団体数 118 159

達成度 ％ -

年度

- 170 -

活動内容
（アクティビ

ティ）

スポーツツーリズムのポテンシャルを生かすために、魅力の拡散が期待でき、ターゲティングや事業成果の可視化が比較的容易にできるデジ
タルメディアを通して発信し、その成果を分析・考察する。

活動内容
（アクティビ

ティ）

スポーツと地域資源を融合させたスポーツツーリズム等を通じて交流人口の拡大及び地域・経済の活性化を図るため、地域単位ではポストコ
ロナを見据えた高付加価値コンテンツの創出に向けたモデル的な取組等を実施し、磨き上げをする。

活動内容
（アクティビ

ティ）

武道ツーリズムの一層の推進を目指し、民間施設の掘り起こしやツーリズムの深堀調査を行うとともに、得られたデータの利活用について更に
具体的な検討を行う。

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標



☑

100 - -

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
委託事業の実施報告書（KPI達成度等）

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標

○

委託契約の締結に当たっては、事業経費の費目・使途の内
容を厳正に審査するなど、その必要性について適切にチェッ
クを行うとともに、外部有識者により構成される審査委員会
等でのコスト削減や効率化のための意見を可能な限り反映
している。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

委託要綱等において、事業目的に即し真に必要な費目・使
途を限定している。また、委託契約の締結及び額の確定手
続きにおいて、事業経費の費目・使途の内容を厳正に審査
するなど、その必要性について適切にチェックを行っている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐ -

‐ -

単位当たりコスト等の水準は妥当か。 ○

委託契約の締結手続きにおいて、事業経費の費目・使途の
内容を厳正に審査するなど、その必要性について適切に
チェックを行っており、単位当たりコスト等の水準は妥当であ
る。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ‐ -

政
策
評
価

、
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
と

の
関
係

政
策
評
価

政策                                            11　スポーツの振興

施策

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○ 公募内容に疑義が生じないよう公募説明会において適切な
説明を行うとともに、可能な限り公募期間を確保している。ま
た、事業者の選定の際には、外部有識者により構成される
審査委員会を経て、競争性や選定の妥当性を十分確保して
いる。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

無

競争性のない随意契約となったものはないか。 無

受益者との負担関係は妥当であるか。

国
費
投
入
の
必
要
性

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。 ○
本事業において取り組むスポーツツーリズムの需要拡大
は、スポーツ基本計画において国による取組の必要性が明
記されるなど、政策優先度の極めて高い事業である。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○
本事業の目的を達成するためには、国、地方自治体、民間
企業等が連携・協働してプロモーションを展開し、スポーツ
ツーリズムを強力に推進する必要がある。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

○
本事業において取り組むスポーツツーリズムの需要拡大
は、スポーツ基本計画において国による取組の必要性が明
記されるなど、政策優先度の極めて高い事業である。

繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐ -

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/report_211223_2.pdf

該当箇所

事業所管部局による点検・改善

項　　目 評　価 評価に関する説明

政策評価書
URL

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-000019646_11-
2.pdf

該当箇所 文R3-11-2

新
経
済
・
財
政
再
生

計
画
改
革
工
程
表

2
0
2
1

取組
事項

分野： 文教・科学技術 3.　民間資金等の一層の活用によるスポーツの普及・発展

（新経済・財政再生計画改革工程表 2021）
URL：

12 - -

目標値 件 - 6 12 - -

コンテンツの造成・磨き上
げ、環境整備の実施による
優れた取組の創出
※取組（１）

創出した成果について、優
れた取組であると評価でき
るコンテンツ数

成果実績 件 - 6

達成度 ％ - 100

目標最終年度

- 年度 年度
成果目標及び

成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

4年度活動見込

70/6 168/12 105/7

執行額（百万円）／事業実施件数
※コンテンツの造成・磨き上げ、環境整備等の実施件数

単位当たり
コスト 百万円 - 12 114単位当たり

コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

計算式
百万円/件
数 -

15

11-2 スポーツを通じた活力があり絆の強い社会
                                           の実現

P.102



- - - -

2021 文科 20

文部科学省 新32 0020 文部科学省 新32 0313

令和3年度

令和2年度 文部科学省 新02 0024

0337

平成30年度 321

令和元年度

平成28年度 新29-0038

平成29年度 新29-0032-

平成26年度 -

平成27年度 -

-

平成25年度 -

年
度
内
に

改
善
を
検

討 所見を踏まえ、事業目標を明確化と成果指標の見直しを検討する。

備考

・スポーツによる地域の価値向上プロジェクト事業報告書
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/jsa_00002.html
・スポーツツーリズム需要拡大プロモーション（武道ツーリズム・ネットワーク構築強化）事業報告書
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/jsa_00003.html

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成23年度 -

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。 ○ 目標どおりに実施された。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

○
支出（委託）先で事業の効率化を図ることで、低コストで実施
できている。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ○ 見込みどおりに実施された。

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

関
連
事
業

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

‐

-

成果物はHPに掲載して地方自治体、民間企業等が広く活用
できるようにしているとともに、国の次年度以降の施策推進
にも活用されている。

事業名事業番号

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

行政事業レビュー推進チームの所見

事
業
内
容

の
一
部
改

善
この事業は、成果目標は設定されているものの、事業目的の達成につながるのか不明確であるため、引き続き事業目的の明確化及び成果指標
の見直しの工夫をすべきである。また事業内容についても目標の達成が果たされるよう一層の工夫をすべきである。

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

点
検
・
改
善
結
果

点検結果

・本事業は、スポーツによる国内外からの交流人口の拡大・関連産業の活性化を図るため実施する事業であり、第２期スポーツ基本計画に
沿った国が実施する政策優先度の極めて高い事業となっている。
・本事業の実施に当たっては、より効果的・効率的な事業となるよう、事業計画書の内容を精査するとともに、事業経費について、費目・使途の
内容を厳正に審査するなど、その必要性について適切にチェックし、低コストでの実施に努めている。
・本事業の執行状況に係る点検方法については、額の確定時に委託事業者の実績報告書をもとに、支出等が適正なものとなっているか書類
等により確認を行っている。

改善の
方向性

・本事業の実施に当たっては、より効果的・効率的な事業となるよう、事業計画書の内容を精査するとともに、事業経費について、費目・使途の
内容を厳正に審査するなど、その必要性について適切にチェックし、低コストでの実施に努める。
・本事業の執行状況に係る点検方法については、額の確定時に委託事業者の実績報告書をもとに、支出等が適正なものとなっているか書類
等により確認を行う。

平成24年度



※令和3年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

文部科学省

２６６．４百万円

委託 【随意契約（企画競争）】

A スポーツによる地域の価値向上プロジェクト

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

２５６．７百万円

スポーツによる地域振興に積極的に取り組む行政・スポー

ツ・観光等の関係団体が連携・協働した総括的なプロジェク

トチームを立ち上げ、課題に一体的に取り組む体制を構築

するとともに、地域の特色を活かした国内外から選ばれるグ

ローバルコンテンツの創出（モデル事業）、正確で効果的な

デジタル情報発信、普及啓発のための関連シンポジウムの

開催等を行い、スポーツをツールとした持続可能な地方誘

客の仕組みを創出し、その定着化を図る。

将来的なインバウンドの回復に際して、更なる地方誘客

に繋げるための武道ツーリズムコンテンツ開発やその受

入体制の整備を進めていく必要があり、武道ツーリズム

に取り組む関係者のネットワークを構築・強化するための

プラットフォームを整備し、コンテンツ開発等を促進させる

ための体制づくりを図る。

E 武道ツーリズム・ネットワーク構築強化事業

株式会社JTBコミュニケーションデザイン

９．７百万円

再委託 【随意契約】

旅行者の送客・旅行商品造成者や地域の観光

コンテンツ開発支援等の視点を活用し、テーマ

毎にモデル的なスポーツツーリズムコンテンツを

造成するためのアドバイス、進捗管理を行う。

F 一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構

５．０百万円

武道ツーリズム推進部会事務局を運営してお

り、スポーツツーリズム及び武道ツーリズム

分野における専門的知見及び幅広い人脈を活

用した事業推進を行う。

諸謝金 0.5百万円

職員旅費 1.1百万円

委員等旅費 0.2百万円

庁費 0.2百万円

を含む

再委託 【随意契約】

委託 【随意契約（企画競争）】

B 株式会社JTB

１０．０百万円

テーマ毎にモデル的なスポーツツーリズムコン

テンツを造成するための実証及び効果検証等を

行う。

再委託 【随意契約】

再委託 【随意契約】

D 民間企業等（1２団体）

１６７．５百万円

C 株式会社矢野経済研究所

８．４百万円

再委託 【随意契約】

スポーツツーリズム及び武道ツーリズム分野に

おける専門的知見及び幅広い人脈を保持して

おり、それを活用したデータ集約と管理を行う。



支出先上位１０者リスト

A.

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社JTBコミュ
ニケーションデザイン

2010701023536
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

257
随意契約

（企画競争）
3 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

計 9.7 計 5

その他 諸謝金等 0.2

一般管理費 0.4 一般管理費 0.3

人件費 事業進捗管理等 1.8 その他 諸謝金等 0.5

雑役務費
バナー作成、オンラインミーティングの実施
等

2.3 雑役務費 デジタルプラットフォームの構築等 0.5

再委託費
アンケート調査の企画・実施・クレンジング
等

5 人件費
アンケート調査の企画・実施・クレンジング
等

3.7

E.株式会社JTBコミュニケーションデザイン F. 一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 8.4 計 15

一般管理費 0.8

その他 旅費等 1 人件費 事務局進捗管理、モニタリング・効果検証等 3.1

人件費
アンケート調査の企画・実施・クレンジング
等

6.6 その他 事務局運営業務等 11.9

C.株式会社矢野経済研究所 D.日本コンベンションサービス株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 256.7 計 10

その他 諸謝金、旅費等 3.6

一般管理費 6.4

0.8

雑役務費 マニュアル、ロゴ作成、バナー作成等 40.5 一般管理費 0.9

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

再委託費
モデルコンテンツ事務局絵運営、事業者選
定、実証・効果検証等

186 人件費
モデルコンテンツ事務局絵運営、事業者選
定、実証・効果検証等

8.3

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.株式会社JTBコミュニケーションデザイン B.株式会社JTB

費　目 使　途

人件費 プロジェクトチーム運営、進捗管理等 20.2 その他



B

C

D

E

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社JTBコミュ
ニケーションデザイン

2010701023536
プラットフォーム整備、コン
テンツ開発等体制づくり

10
随意契約

（企画競争）
2 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

100％ -

52 100％ -

10
一般財団法人札幌
市スポーツ協会

2430005001287
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

13
随意契約

（企画競争）
52

9
一般社団法人さいた
まスポーツコミッショ
ン

2030005019287
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

13
随意契約

（企画競争）

-

8
一般財団法人沖縄
観光コンベンション
ビューロー

4360005000170
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

13
随意契約

（企画競争）
52 100％ -

100％ -

7
学校法人浪商学園
大阪体育大学

9120105006459
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

14
随意契約

（企画競争）
52 100％

52 100％ -

6
公益財団法人長野
県スキー連盟

6100005000178
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）
52

5
一般財団法人関西
観光本部

5120005014854
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）

-

4
株式会社北海道二
十一世紀総合研究
所

6430001009859
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）
52 100％ -

100％ -

3
株式会社マインド
シェア

2010401027829
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）
52 100％

52 100％ -

2
一般社団法人ルー
ツ・スポーツ・ジャパ
ン

4011705001138
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）
52

1
日本コンベンション
サービス株式会社

2010001033161
グローバルコンテンツ創出
のためのテーマ別モデル
事業の実施及び効果検証

15
随意契約

（企画競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社矢野経済
研究所

3011201005528
武道ツーリズムデータ集
約・管理

8
随意契約
（その他）

-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社JTB 8010701012863 コンテンツ造成進捗管理 10
随意契約
（その他）

- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）



F

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

- - -

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - -

ﾌﾞﾛｯｸ
名

契　約　先 法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
一般社団法人日本
スポーツツーリズム
推進機構

5011105005449
デジタルプラットフォーム構
築

5
随意契約
（その他）

- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）



- - -

- 5.5

- - - 15目標値 億円

成果実績 億円

単位
年度

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

7 年度

-

スポーツ市場規模拡大

スポーツ環境改善、参画人
口の拡大により好循環を生
み出しスポーツ市場規模を
拡大

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
内閣府経済社会総合研究所 　国民経済計算（GDP統計）



施策名 部局名 作成責任者

施策の概要
政策評価

実施予定時期
令和5年度
以降に実施

達成目標1
目標設定の
考え方・根拠

基準値 目標値
H24年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R7年度

約5.5 約9.0 約8.9 約9.2 ― ―

年度ごとの
目標値

― ― ― ― ―

スポーツ市場を拡大し、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、スポーツ参画人
口の拡大につなげるという好循環を生み出すことにより、スポーツ市場規模 5.5
兆円を 2025 年までに 15 兆円に拡大することを目指す。

スポーツを通じた経済・地域の活性化に貢献するためには、ス
ポーツ市場を拡大し、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、
スポーツ参画人口の拡大につなげるという好循環を生み出してい
くことが重要であることから、第３期スポーツ基本計画（令和４
年３月文部科学大臣決定）第３章（６）「スポーツの成長産業
化」の内容も踏まえ設定。

測定指標
実績値 測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠

【測定指標及び目標値の設定根拠】
・スポーツ環境の充実を図るためには、スポーツを産業としても
振興していくことが重要であり、産業としての成長度合いを確認
するため、また、成長戦略において「スポーツ市場規模を2020年
までに10兆円、2025年までに15兆円に拡大することを目指す。」
とされていることから、本測定指標及び目標値を設定した。
【新経済・財政再生計画 改革工程表2021KPIにおいて、「スポー
ツ市場規模を2025年までに15兆円に拡大することを目指す。」と
されている。】

【出典】「わが国スポーツ産業の経済規模推計〜日本版スポーツ
サテライトアカウント2021〜2011〜2019年推計」（株式会社日本
政策投資銀行）（2022年9月）で算出されたスポーツGDP基準

①スポーツ市場
規模（兆円）
【新経済・財政
再生計画 改革工
程表2021KPI】

15

― 648,000

令和４年度実施施策に係る事前分析表
（文R4－11－4）

スポーツ庁参事官（地域振興担
当）

田中　一明

社会の課題解決にスポーツを通じたアプローチが有効であることを踏まえ、スポーツを通じた経済・地域の活性化に積極的に取
り組む。

スポーツを通じた社会課題の解決

施策の予算額(当初予算)

（千円）

令和3年度 令和4年度
施策に関係する内閣の
重要施策(主なもの)

第３期スポーツ基本計画第３章（６）（７）
「経済財政運営と改革の基本方針2020」
第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
成長戦略フォローアップ

施策⽬標11 -4-1



基準値 目標値
H24年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R7年度

― ― ― ― 9 11

年度ごとの
目標値

― ― ― ― ―

先端的スポーツ医科学研究推進事業
（令和4年度）

① 新04-0019 ―

測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠

【測定指標及び目標値の設定根拠】
・スポーツを成長産業化するためには、市場拡大への寄与度が大
きく、地域の賑わいや経済活性化の核となり得るスポーツ施設の
整備を図っていくことも重要である。成長戦略において「全国の
スタジアム・アリーナについて、多様な世代が集う交流拠点とし
て、2017年から2025年までに20拠点を実現する」とされているこ
とから、本測定指標及び目標値を設定した。
【新経済・財政再生計画 改革工程表2021KPIにおいて、「まちづ
くりや地域活性化の優れた拠点としてのスタジアム・アリーナ
数：2017年から2025年までに20拠点」とされている。】

【出典】文部科学省調べ

①② 0340

②まちづくりや
地域活性化の優
れた拠点として
選定されたスタ
ジアム・アリー
ナ数(累計)
【新経済・財政
再生計画 改革工
程表2021KPI】

20

測定指標
実績値

達成手段
（開始年度）

関連する
指標

行政事業レビュー
番号

備考

昨年度事前分析表からの変更点

スポーツ産業の成長促進事業
（平成29年度）

当該事業のうち、「スタジアム・アリーナ改革推進事業」（平成29年度開始）、
「スポーツオープンイノベーション推進事業」（令和元年度開始）が達成手段と
して該当する。

施策⽬標11 -4-2



達成目標２
目標設定の
考え方・根拠

基準値 目標値
R2年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R8年度

14.3 ― ― ― 14.3 15.6

年度ごとの
目標値

― ― ― ― ―

40

誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり総
合推進事業
(令和元年度)

① 0333

昨年度事前分析表からの変更点

達成手段
（開始年度）

関連する
指標

行政事業レビュー
番号

備考

―

全国各地で特色ある「スポーツによる地方創生、まちづくり」の取組を創出させ、
スポーツを活用した地域の社会課題の解決を促進することで、スポーツが地域・社
会に貢献し、競技振興への住民・国民の理解と支持を更に広げ、競技振興と地域振
興の好循環を実現する。

スポーツによる地域活性化・まちづくりコン
テンツ創出等総合推進事業

(平成29年度)
① 0341 ―

スポーツによる地域活性化・まちづくり担い
手育成総合支援事業

(平成27年度)

東京2020大会等を通じて得られたスポーツへの関心の高まりを
「オリパラレガシ―」として「スポーツ・健康まちづくり」の取
組に転化させ、「スポーツによる地方創生、まちづくり」を一層
推進する必要があることから、第３期スポーツ基本計画（令和４
年３月文部科学大臣決定）第３章（７）「スポーツによる地方創
生、まちづくり」を踏まえ設定。

① 0327 ―

測定指標
実績値 測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠

【測定指標及び目標値の設定根拠】
・全国各地で特色ある「スポーツによる地方創生、まちづくり」
の取組を創出させ、スポーツを活用した地域の社会課題の解決を
促進するためには、各地方公共団体がスポーツツーリズム等を通
じた交流人口の拡大、スポーツを通じた健康増進等を通じて、地
域活性化に取組むことが重要であることから、各地方公共団体の
スポーツ・健康まちづくりに取組み状況を把握する。また第３期
スポーツ基本計画において、「スポーツ・健康まちづくりに取り
組む地方公共団体の割合を40%に拡大することを目指す」ことと
していることから本目標値を設定した。
【新経済・財政再生計画 改革工程表2021KPIにおいて、「スポー
ツ・健康まちづくりに取り組む地方公共団体の割合2021年度：
15.6%→2026年度：40%」とされている。】

【出典】文部科学省調べ

①スポーツ・健
康まちづくりに
取り組む地方公
共団体の状況
（%）
【新経済・財政
再生計画 改革工
程表2021KPI】
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